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融
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中
　
川
　
和
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
一

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
は
、
沿
革
的
に
は
旧
母
国
や
欧
米
先
進
諸
国
の
立
法
と
結
び
つ
い
て
お

り
、
特
に
、
そ
の
成
文
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
母
法
で
あ
る
欧
米
諸
国
の
法
の
投
影
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
研
究
の
対
象
を
そ
の
成
文
法
に
限
定
す
る
限
り
、
研
究
の
積
極
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
を
動
態
的
に
み
る
場
合
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
、
か
つ
運
用
さ
れ
る
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
の
風
土
、
経
済
条
件
、
社
会
構
造
の
特
殊
性
の
故
に
、
母
法
と
異
な
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
・
。
私
が
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
法
研
究
に
独
自
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
の
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
研
究
の
対
象
は
商
法
・
経
済
法
を
中
心
と
す
る
分
野
で
あ
る
が
、
研
究
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
銀
行
制
度

に
か
ね
て
か
ら
着
眼
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
ひ
と
し
く
お
し
す
す
め
て
い
る
経
済
開
発
の
要
の
一

　
　
　
メ
キ
シ
コ
金
融
制
度
の
成
立
と
発
展
日



つ
が
金
融
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
今
一
つ
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
銀
行
・
金
融
機
関
の
沿
革
が
そ
の
商
法
ま
た
は
会

社
法
の
発
達
と
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
で
、
メ
キ
シ
コ
の
銀
行
制
度
の
研
究
に
着
手
し
た
の
を
機
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
金

融
制
度
の
沿
革
を
素
描
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

一
　
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
時
代
、
植
民
地
は
本
国
の
厳
重
な
統
制
の
下
に
お
か
れ
、
経
済
活
動
は
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
の
で
、

民
間
の
金
融
機
関
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
一
つ
の
組
織
体
と
し
て
初
め
て
設
立
さ
れ
た
民
間
金
融
機
関
は
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
の
末
期

一
八
世
紀
末
、
一
七
七
五
年
に
設
立
さ
れ
た
だ
[
o
n
t
e
ふ
e
ｺ
孔
乱
で
あ
る
。
こ
れ
は
富
裕
な
鉱
山
主
の
出
損
を
基
金
と
し
て
、
質
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物
担
保
に
よ
る
小
額
貸
付
け
（
設
立
当
初
は
無
利
子
、
間
も
な
く
低
利
）
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
一
七
八
四
年
ま
a
n
り
o
d
e
y
v
｢
o
d
e
K
{
n
Q
s
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
鉱
山
が
国
庫
（
R
e
a
l
H
l
e
乱
μ
）
に
納
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

す
べ
き
賦
祖
（
r
e
g
Q
F
s
）
の
一
部
を
資
金
と
す
る
公
的
組
織
体
で
、
鉱
山
の
営
繕
費
の
貸
付
け
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
両
者
は
、
そ
の
一
つ
が
ま
叫
n
c
o
（
銀
行
）
の
名
称
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
銀
行
取
引
と
呼
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
る
も
の
の
極
く
一
部
を
営
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
の
実
体
を
備
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
　
一
九
世
紀
の
初
め
、
メ
キ
シ
コ
は
独
立
を
達
成
し
た
。
一
般
に
、
一
八
一
〇
年
に
独
立
、
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
イ

ダ
ル
ゴ
神
父
が
蜂
起
し
た
独
立
運
動
の
端
緒
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
て
、
完
全
に
独
立
を
か
ち
と
っ
た
の
は
一
八
二
一
年
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
約
三
〇
年
間
、
独
立
し
た
も
の
の
、
メ
キ
シ
コ
は
混
乱
と
戦
乱
の
連
続
で
あ
っ
た
。
立
法
面
を
み
て
も
、

一
八
二
四
年
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
民
事
お
よ
び
商
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
八
七
〇
年
に
初
の
民
法
典
、
一
八
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（
２
）

五
四
年
に
初
の
商
法
典
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
制
定
し
た
植
民
地
時
代
の
法
令
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
い
う
混
乱
期
に
ま
ず
設
立
さ
れ
た
金
融
機
関
が
一
八
三
〇
年
の
帥
a
n
c
o
d
e
μ
汽
o
p
a
r
a
e
}
吻
o
m
e
n
t
o
d
e
}
a
{
n
d
回
t
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
）

Ｓ
a
N
Q
S
o
n
a
}
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
け
声
に
終
っ
た
当
事
の
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
下
で
、
製
造
業
、
特
に
紡
績
業
の
振
興

を
は
か
る
べ
く
、
優
秀
な
紡
績
機
械
の
輸
入
代
金
な
ど
を
低
利
に
融
資
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
資
本

金
は
輸
入
綿
製
品
に
課
せ
ら
れ
る
関
税
の
五
分
の
一
の
額
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
テ
キ
サ
ス
の
離

反
（
一
八
三
五
～
三
六
年
）
、
あ
い
つ
ぐ
内
戦
に
よ
る
政
情
不
安
に
な
や
ま
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
融
資
を
補
完
す
べ
き
民
間
資
金
の
欠

如
も
重
な
っ
て
、
一
八
四
二
年
に
、
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
ぬ
ま
ま
、
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
次
い
で
、
一
八
三
七
年
り
a
n
8
N
a
a
o
n
a
}
d
Q
y
m
o
｢
t
r
a
り
&
n
d
Q
K
o
n
e
d
a
d
e
の
o
び
r
e
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
名

称
の
如
く
、
銅
貨
の
銷
却
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
流
通
中
の
銅
貨
の
量
が
過
大
で
あ
り
、
か
つ
贋
造
さ
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
た
め
、
他
の
通
貸
と
比
べ
て
、
銅
貨
は
額
面
額
よ
り
低
く
評
価
さ
れ
、
主
と
し
て
そ
れ
を
受
け
と
る
下
層
の
人
民
の
経

済
的
損
害
、
不
便
な
ど
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
が
設
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
一
八
四
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
以
後
、
一
八
六
四
年
の
L
o
乱
呂
･
a
n
r
o
f
y
へ
[
e
吃
c
o
a
n
d
S
o
u
t
h

A
m
e
r
i
c
a
の
支
店
設
置
ま
で
、
銀
行
設
立
の
企
画
が
い

く
つ
か
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
た
だ
し
、
植
民
地
時
代
に
設
立
さ
れ
、
独
立
後
も
存
続
し
て
い
た
だ
[
o
o
t
e
d
Q
ｺ
e
d
乱
に
、
一
八
四
九
年
に
貯
蓄
部
（
C
a
i
a
d
e

A
A
o
r
r
o
s
s
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
で
預
金
を
受
け
入
れ
、
こ
の
資
金
を
も
っ
て
、
質
取
り
貸
付
け
お
よ

び
手
形
割
引
き
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
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三
　
ち
な
み
に
、
当
時
の
通
貨
を
瞥
見
す
れ
ば
、
独
立
後
も
、
引
続
き
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
貨
幣
が
デ
ザ
イ
ン
に
変
え
た
だ
け

で
、
同
一
の
形
状
、
規
格
で
鋳
造
所
の
a
s
a
d
a
ジ
ﾍ
[
o
o
e
d
a
で
鋳
造
さ
れ
た
。
独
立
直
後
、
紙
幣
の
発
行
が
一
度
企
画
さ
れ
た
が
、

抵
抗
が
強
く
、
極
く
一
部
が
実
際
に
発
行
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
、
極
め
て
短
命
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
主
た
る
貨
幣

は
銀
貨
で
あ
っ
て
、
一
八
二
三
年
の
デ
ク
レ
ト
に
よ
り
、
銀
位
〇
・
九
〇
二
七
の
銀
二
七
・
七
三
グ
ラ
ム
が
一
ペ
ソ
と
定
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
地
、
金
貨
、
銅
貨
、
ニ
ッ
ケ
ル
貨
も
使
用
さ
れ
、
銅
貨
に
つ
い
て
問
題
の
あ
っ
た
と
と
は
前
述
し
た
。
十
進
法
が
採
用

さ
れ
た
の
は
一
八
六
一
年
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
種
々
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
銀
ペ
ソ
の
場
合
、
一
ぺ
ソ
＝
２
ト
ス

ト
ン
、
１
ト
ス
ト
ン
＝
２
ペ
セ
タ
、
１
ペ
セ
タ
＝
２
レ
ア
ル
、
１
レ
ア
ル
＝
２
メ
デ
ィ
オ
、
１
メ
デ
ィ
オ
＝
２
ク
ア
ル
テ
ィ
リ
ヤ
と

い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
銀
貨
は
貨
幣
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
、
日
本
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
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三

一
　
一
八
六
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
メ
キ
シ
コ
に
武
力
千
波
し
、
一
八
六
四
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル

グ
家
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ヤ
ン
を
メ
キ
シ
コ
皇
帝
に
擁
立
し
た
。
そ
の
治
下
で
、
同
年
六
月
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
店
を
お
く
、
】
�
e
L
o
n
-

d
o
n
図
呂
r
o
f
K
e
昿
8
Q
n
d
∽
呂
争
y
m
e
r
i
c
a
が
支
店
を
メ
キ
シ
コ
市
に
設
置
し
た
。

　
当
時
、
銀
行
法
が
い
ま
だ
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
商
法
（
一
八
五
四
年
法
典
）
の
な
か
に
も
銀
行
を
規
律
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
会
社
に
関
す
る
一
般
規
定
に
準
拠
し
て
支
店
の
設
置
の
手
続
が
な
さ
れ
、
商
事
裁
判
所
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
で

足
り
た
。
そ
の
他
に
、
何
ん
ら
法
的
規
制
が
な
く
、
計
算
書
類
の
公
表
も
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
詳
細
は
明
確
で
は

な
い
が
、
設
置
当
初
、
一
五
〇
〇
万
ペ
ソ
の
引
受
資
本
（
･
a
p
｡
t
a
7
g
･
降
o
）
を
も
っ
て
営
業
を
開
始
し
た
と
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。

　
翌
六
五
年
L
o
n
d
o
ﾛ
図
a
n
r
は
メ
キ
シ
コ
各
地
に
営
業
所
を
開
設
し
、
ま
た
、
小
切
手
を
初
め
て
実
用
に
持
込
む
と
と
も
に
、

明
文
の
禁
止
規
定
が
な
い
ま
ま
に
、
銀
行
券
を
発
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
こ
れ
が
こ
の
国
と
し
て
近
代
的
の
意
味
に
お
け

る
初
の
銀
行
と
さ
れ
、
銀
行
の
沿
革
を
こ
れ
よ
り
説
き
起
こ
す
者
が
少
な
く
な
い
。

　
間
も
な
く
、
一
八
六
七
年
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ヤ
ン
政
権
が
崩
壊
し
、
共
和
国
が
再
建
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ヤ
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ン
帝
政
時
の
法
令
は
す
べ
て
無
効
と
さ
れ
た
が
、
L
o
n
d
o
n
り
a
n
r
は
存
続
し
営
業
を
続
け
、
今
日
、
メ
キ
シ
コ
の
代
表
的
な
民
間

銀
行
の
一
つ
で
あ
る
り
a
n
c
o
d
e
L
o
n
d
r
e
a
y
M
e
x
i
c
o
と
な
っ
て
い
る
。

二
　
こ
の
L
o
n
d
o
n
り
a
n
r
の
支
店
設
立
が
一
つ
の
契
機
と
な
り
、
ま
た
、
北
部
の
チ
ワ
ワ
州
の
鉱
業
開
発
の
進
展
に
と
も
な
う

資
金
需
要
に
こ
た
え
る
べ
く
、
一
八
七
五
年
に
t
a
ﾛ
(
四
〇
d
e
汐
n
t
a
M
巴
e
F
、
一
八
七
八
年
に
吻
p
n
(
‥
o
だ
[
e
昿
a
n
〇
、
一
八
八
二
年

に
B
a
n
c
o
M
i
n
e
r
o
d
e
C
h
i
h
u
a
h
u
a
の
三
行
が
チ
ワ
ワ
州
で
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
連
邦
政
府
が
銀
行
設
立
の
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メ
キ
シ
コ
金
融
制
度
の
成
立
と
発
展
八
吋

明
確
な
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
チ
ワ
ワ
州
の
認
可
を
根
拠
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
上
、
認
可
に
際
し
、
銀

行
券
発
行
の
権
利
も
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
で
州
と
連
邦
と
の
間
に
調
整
が
必
要
と
な
る
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
。

三
　
他
方
、
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
時
代
に
設
立
さ
れ
た
だ
[
o
ぼ
の
d
e

P
i
e
d
a
d
は
、
独
立
後
も
存
続
し
、
前
述
の
始
く
、
預
金
を
受
け

入
れ
て
い
た
が
、
一
八
七
九
年
、
預
金
と
引
換
え
に
、
一
覧
払
い
お
よ
び
持
参
人
払
い
で
払
戻
す
旨
を
印
刷
し
た
証
券
の
発
行
を
許

さ
れ
、
こ
れ
が
事
実
上
、
銀
行
券
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
ハ
ハ
一
年
、
割
引
・
発
券
銀
行
と
し
て
営
業

す
る
認
可
を
受
け
、
発
券
限
度
額
が
九
百
万
ペ
ソ
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
四

一
　
一
八
七
六
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
メ
キ
シ
コ
は
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
（
t
o
r
f
区
o
D
F
）
の
独
裁
政
治
の
下
に
あ
っ

た
。
こ
の
間
圧
政
に
し
ろ
、
国
内
は
一
応
安
定
し
、
近
代
的
産
業
の
導
入
、
鉄
道
の
建
設
な
ど
、
殖
産
興
業
に
努
力
が
払
わ
れ
た
た

め
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
は
未
曽
有
の
発
展
を
し
た
。
た
と
え
ば
、
鉄
・
鋼
・
鉛
な
ど
の
鉱
山
の
開
発
が
倍
増
し
、
油
田
の
開
発
が
新
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現
に
始
め
ら
れ
、
鉄
道
も
一
八
七
六
年
の
六
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
九
一
〇
年
に
は
二
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
増
加
し
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
繁
栄
の
成
果
が
メ
キ
シ
コ
国
民
に
帰
属
せ
ず
、
む
し
ろ
、
国
内
の
資
源
・
産
業
の
大
半
が
外
国
人

の
手
中
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
済
発
展
を
お
し
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
デ
ィ
ア
ス
は
外
国
資
本
の
誘
致
に
努
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
時
期
の
銀
行
制
度
に
も
反
映
し
て
い
る
。

ニ
　
デ
ィ
ア
ス
が
政
権
を
家
探
し
た
時
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
発
券
銀
行
は
、
L
o
乱
o
n

B
a
n
k

o
f
M
e
x
i
c
o
a
n
d
S
o
u
t
h

A
m
e
-

r
i
c
a
お
よ
び
チ
ワ
ワ
州
で
設
立
さ
れ
た
り
a
n
8
d
e
S
a
n
t
a

E
u
l
e
l
i
a
の
み
で
、
間
も
な
く
、
こ
れ
に
I
ぐ
[
0
μ
t
e
d
e
ｺ
e
d
沁
お

よ
び
帥
a
n
c
o
だ
[
a
匹
c
呂
o
も
加
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
銀
行
を
合
わ
せ
て
も
、
当
時
の
貨
幣
需
要
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
外
資
誘
致
に
努
め
、
そ
の
結
果
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
、
一
八
ハ
一
年
八
月
政
府
は
B
n
a
q
u
e

F
r
a
召
?
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E
g
y
p
t
i
e
n
n
e
に
発
券
銀
行
設
立
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
た
。

　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
の
主
要
点
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
設
立
さ
れ
る
銀
行
の
授
権
資
本
（
･
a
p
‘
t
a
↑
a
u
t
o
r
r
a
d
o
）
の
額
を
二
〇
〇
〇
万
ぺ
ソ
、
設
立
時
に
お
け
る
払
込
額
を
三
〇
〇
万
ぺ
ソ

と
し
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
メ
キ
シ
コ
国
民
に
割
当
て
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
銀
行
券
の
発
行
限
度
を
金
属
準
備
（
r
e
s
e
r
v
a
m
e
呂
‘
c
a
）

の
三
倍
と
す
る
こ
と
、
政
府
機
関
は
、
だ
[
O
n
t
e
d
Q
り
‘
e
d
a
d
を
除
く
他
の
銀
行
の
発
行
す
る
銀
行
券
を
受
取
ら
な
い
こ
と
、
政
府

の
た
め
、
年
間
四
〇
〇
万
ぺ
ソ
を
貸
越
し
限
度
と
す
る
当
座
預
金
口
座
を
銀
行
が
開
設
す
る
こ
と
、
租
税
の
三
〇
年
間
の
免
除
、
株

式
の
配
当
金
の
額
を
限
度
と
す
る
金
属
輸
出
の
自
由
、
事
後
、
他
の
銀
行
よ
り
も
有
利
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
が
}
w
p
n
c
o
N
a
Q
{
o
n
a
}
M
e
x
i
c
a
n
o
で
、
一
八
八
二
年
二
月
に
営
業
を
開

始
し
た
。

　
続
い
て
、
同
年
二
月
B
a
n
Q
O
Z
a
r
の
a
n
t
F
y
g
r
r
o
}
a
の
H
‘
p
o
t
e
Q
a
S
o
設
立
の
コ
ソ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
付
与
さ
れ
た
。
同
行
は

資
本
金
三
〇
〇
万
ぺ
ソ
、
金
属
準
備
の
三
倍
を
限
度
と
し
て
発
券
も
許
さ
れ
て
お
り
、
取
締
役
の
大
部
分
が
ス
ぺ
イ
ン
人
で
、
翌
八

三
年
に
営
業
を
開
始
し
た
が
、
、
程
な
く
、
一
八
六
四
年
、
前
述
の
B
a
n
c
o
N
a
c
i
o
n
a
l

M
e
x
i
c
a
n
o
と
合
併
す
る
に
至
っ
た
。

　
そ
の
い
き
さ
つ
は
次
に
述
べ
よ
う
。
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三
　
一
八
八
四
年
メ
キ
シ
コ
は
金
融
恐
慌
に
み
ま
わ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
世
界
恐
慌
の
波
紋
の
一
つ
で
鉄
道
建
設
に
投
じ
ら
れ
て

い
た
外
資
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
政
府
の
歳
入
は
激
減
し
た
。
こ
の
よ
う
な
金
融
事
情
の
悪
化
を
大
衆
が
知
る
に
及
ん
で
、
銀
行
の
取

り
つ
け
さ
わ
ぎ
が
生
じ
た
。
ま
ず
、
M
o
n
t
e
d
e
j
e
d
a
d
が
兌
換
を
停
止
し
、
そ
れ
が
他
の
銀
行
に
も
急
速
に
広
が
っ
た
。

　
政
府
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
る
資
金
源
の
確
保
に
せ
ま
ら
れ
、
当
時
も
っ
と
も
有
力
で
あ
っ
た

B
a
n
8
N
a
c
{
o
n
a
}
】
K
[
e
吃
c
Q
o
o
と
り
a
n
c
(
)
ど
{
a
c
a
n
t
F
‘
一
･
9
陛
0
}
a
e
H
{
p
o
t
g
a
r
ぎ
と
の
合
併
を
は
か
っ
た
。
合
併
銀
行
を

し
て
政
府
に
資
金
を
提
供
せ
し
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
、
合
併
銀
行
が
政
府
の
た
め
に
八
百
万
ペ
ソ
を
貸

越
し
限
度
と
す
る
当
座
預
金
口
座
を
開
設
す
る
代
償
と
し
て
、
今
後
新
た
に
発
券
銀
行
を
認
可
し
な
い
こ
と
、
既
存
の
発
券
銀
行
の

発
券
に
つ
い
て
禁
止
的
と
も
言
え
る
条
件
を
課
す
る
こ
と
、
納
税
に
際
し
て
、
合
併
銀
行
の
銀
行
券
の
み
を
受
け
と
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
付
与
を
受
け
て
、
一
八
八
四
年
五
月
、
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
ペ
ソ
の
株

式
会
社
と
し
て
図
a
n
(
w
o
N
a
c
{
o
n
a
1

d
e

M
e
x
i
c
o
｡
S
.
A
.
が
発
足
し
た
。
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四
　
y
n
Q
O
N
a
l
o
n
a
}
d
e
y
宗
匠
c
o
｡

S
.
A
.
の
発
足
の
一
ヵ
月
前
、
四
月
に
政
府
は
新
商
法
典
を
公
布
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の

国
と
し
て
は
、
一
八
五
四
年
法
典
に
次
ぐ
第
二
次
の
法
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
九
年
に
現
行
の
商
法
典
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
八
四
年
法
典
の
施
行
さ
れ
た
期
間
が
僅
か
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
銀
行
に
関
す
る
一
般
規
定
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
の
は
八

四
年
法
典
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
内
容
の
主
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
の
中
心
点
は
、
発
券
銀
行
は
そ
の
発
券
高
に
つ
き
三
分
の
二
の
準
備
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
真
の

狙
い
は
、
当
時
の
有
力
な
発
券
銀
行
で
あ
っ
た
L
呂
d
o
n
吻
a
n
r
を
清
算
に
追
い
こ
み
、
り
a
n
Q
O
N
a
c
i
o
n
a
l

d
e
M
e
x
i
c
o
に
唯
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一
の
発
券
銀
行
と
し
て
独
占
的
な
地
位
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
一
八
五
七
年
憲
法
は
営
業
の
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、
L
o
乱
o
n

B
a
n
k
は
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
ア
ム
パ

ー
ロ
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
法
律
上
の
結
着
が
つ
け
ら
れ
る
前
に
L
o
n
d
o
ﾛ
り
a
n
だ
は
、
当
時
、
設
立
手
続
の
段
階
に

あ
つ
た
L
3
a
n
.
c
o
d
e
図
m
p
}
e
a
d
o
’
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
譲
受
け
て
、
形
式
上
、
発
券
の
権
利
を
獲
得
し
、
次
い
で
、
こ
れ
と
合

併
し
、
a
p
n
c
o
d
e
L
O
o
d
r
e
s

y

M
e
x
i
c
o
と
い
う
メ
キ
シ
コ
会
社
と
な
り
、
こ
の
問
題
は
、
L
o
n
d
o
n

B
a
n
k
に
関
す
る
限
り
一

　
　
　
　
（
５
）

応
解
決
し
た
。

　
他
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
地
方
的
に
、
チ
ワ
ワ
州
で
発
券
を
認
可
さ
れ
て
い
る
銀
行
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
方
銀
行
も
、

州
の
主
権
を
根
拠
に
八
四
年
法
典
に
従
わ
ず
、
連
邦
政
府
の
規
律
に
服
す
に
至
っ
た
の
は
一
八
八
九
年
以
降
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
八
八
七
年
、
複
数
の
発
券
銀
行
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
商
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
分
散
発
行
制
度
（
e
l

s
i
s
t
-

a
a

d
e
p
l
u
r
a
l
i
d
a
d
d
e
　
e
m
i
s
i
o
n
e
s
）
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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五
　
一
八
八
九
年
、
新
し
い
商
法
典
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
部
分
的
に
改
廃
さ
れ
、
現
在
、
形
骸
だ
け
を
と
ど
め
て
い
る
に
せ

よ
、
こ
れ
が
現
行
商
法
典
で
あ
る
。

　
八
九
年
法
典
は
、
そ
の
第
六
四
条
に
お
い
て
、
金
融
機
関
法
（
u
n
a

l
e
y
d
e
m
s
t
i
t
u
c
i
o
n
e
s
d
e

c
r
e
d
i
t
o
）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
金
融
機
関
は
、
連
邦
政
府
と
の
間
で
締
結
し
、
国
会
の
承
認
を
受
け
る
契
約
に
ょ
り
規
律
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
定
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
政
府
に
銀
行
設
立
認
可
の
広
い
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
、
次
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。

　
一
八
八
九
年
　
B
a
n
C
O

M
e
r
c
a
n
t
i
l
d
e
J
`
.
U
c
a
t
a
n

　
一
八
九
〇
年
　
図
a
n
c
(
)
d
e
D
u
r
a
μ
g
o

　
一
八
九
一
年
　
}
-
a
n
c
o
d
e
N
a
Q
a
t
e
n
a
∽

　
一
八
九
一
年
　
】
…
'
a
n
(
‥
o
d
a
N
u
e
v
(
)
L
e
o
n

　
こ
の
結
果
、
り
a
n
c
o
N
a
c
{
o
n
a
l

d
e

M
e
x
i
c
o
の
特
権
的
地
位
が
ゆ
ら
い
だ
が
、
同
時
に
、
金
融
制
度
に
、
今
一
つ
の
問
題
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
期
間
、
資
本
の
最
低
額
、
発
券
限
度
額
、
準
備
率
な
ど
が
ま
ち
ま
ち

で
、
統
一
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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六
　
こ
の
よ
う
な
無
秩
序
を
解
消
す
る
た
め
、
一
八
九
七
年
三
月
一
九
日
、
金
融
機
関
一
般
法
L
e
y
G
e
n
a
a
}
d
Q
{
n
医
t
u
S
o
o
e
･

d
り
の
限
d
{
t
o
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
国
と
し
て
は
、
初
の
単
独
の
銀
行
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
の
主
要
点
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。

　
ａ
　
銀
行
の
種
類
と
し
て
、
発
券
銀
行
（
r
n
c
o
d
e
e
i
s
'
i
）
、
抵
当
銀
行
（
r
a
n
c
o

h
i
p
o
t
e
c
a
r
i
o
）
お
よ
び
農
工
銀
行
（
r
a
n
c
o

　
　
｢
e
f
g
c
ぎ
n
艮
o
）
の
三
者
が
規
定
さ
れ
た
。

　
ｂ
　
設
立
に
は
連
邦
政
府
の
事
前
の
認
可
を
要
し
、
資
本
の
最
低
額
は
、
発
券
銀
行
お
よ
び
抵
当
銀
行
に
つ
い
て
五
〇
万
ペ
ソ
と

　
　
し
、
農
工
銀
行
に
つ
い
て
は
二
〇
万
ペ
ソ
と
し
、
い
ず
れ
の
場
合
と
も
、
半
額
の
払
込
を
必
要
と
し
た
。

　
ｃ
　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
三
名
を
下
ら
な
い
個
人
に
付
与
さ
れ
る
が
、
銀
行
営
業
は
株
式
会
社
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ｄ
　
銀
行
券
発
行
高
は
、
発
券
銀
行
の
引
受
資
本
の
額
の
三
倍
、
か
つ
金
属
準
備
の
二
倍
の
額
を
限
度
と
す
る
、
な
お
、
銀
行
券

　
　
は
任
意
通
用
力
（
c
u
r
s
o

v
o
l
u
n
t
a
r
i
o
）
を
有
す
る
。

　
ｅ
　
発
券
銀
行
は
六
ヵ
月
以
上
の
貸
出
し
を
許
さ
れ
ず
、
か
つ
、
若
干
の
例
外
が
あ
る
が
、
担
保
貸
付
け
を
す
る
こ
と
も
で
き
な

　
　
い
。

　
ｆ
　
抵
当
銀
行
は
、
抵
当
物
件
の
価
格
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と
し
て
、
一
〇
年
以
上
四
〇
年
以
下
の
期
限
で
担
保
貸
付
け

　
　
を
な
す
。
そ
の
貸
出
し
総
額
は
払
込
資
本
の
額
の
二
〇
倍
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
一
人
に
つ
い
て
払
込
資
本
の
二
〇
パ
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ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
貸
付
け
は
許
さ
れ
な
い
。
抵
当
付
貸
出
し
総
額
に
等
し
い
額
の
抵
当
証
券
（
ざ
n
o
･
r
p
o
t
e
･
a
｢
i
）
の
発

　
行
、
資
本
の
五
倍
を
限
度
と
す
る
当
座
預
金
の
受
入
れ
、
第
一
級
の
有
価
証
券
担
保
に
よ
る
六
ヵ
月
以
内
の
貸
出
し
は
許
さ
れ

　
て
い
る
。

ｇ
　
農
工
銀
行
は
、
農
業
、
工
業
（
鉱
業
も
含
め
る
）
へ
の
資
金
供
給
を
目
的
と
し
、
３
ヵ
年
を
期
限
と
し
て
貸
付
け
を
な
し
、
６

　
ヵ
月
以
下
の
期
限
の
手
形
（
p
a
g
a
r
e
s
u
o
呂
g
a
c
ぎ
n
e
∽
）
を
保
証
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
定
の
制
限
内
で
、
３
ヵ
月
な
い
し

　
３
ヵ
年
満
期
の
金
庫
証
券
（
r
o
n
o
s
d
e
旦
一
）
の
発
行
も
許
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
抵
当
銀
行
と
同
様
の
業
務
を
営
む
こ
と

　
が
で
き
る
。

ｈ
　
地
方
銀
行
（
ご
a
n
Q
o
ω
p
r
o
V
{
n
a
a
{
e
昨
）
は
、
他
の
州
に
支
店
を
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
若
州
に
最
初
に

　
　
設
立
さ
れ
る
銀
行
は
一
定
の
税
の
減
免
を
う
け
る
。

　
そ
の
他
、
監
督
、
計
算
、
法
定
準
備
金
の
積
立
な
ど
に
関
す
る
規
定
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
九
七
年
法
の
制
定
に
よ
り
ま
a
n
c
o
N
a
Q
-
o
n
a
}
d
e
だ
[
y
-
c
o
を
は
じ
め
と
し
て
、
各

銀
行
と
政
府
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
契
約
の
内
容
が
、
九
七
年
法
の
規
定
に
調
和
す
る
よ

う
・
変
更
さ
れ
、
銀
行
制
度
に
統
一
と
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
当
時
（
一
八
九
七
年
）
メ
キ
シ
コ

の
銀
行
と
し
て
上
記
の
も
の
が
あ
っ
た
。
大
部
分
が
発
券
銀
行
で
あ
っ
て
、
抵
当
銀
行
は
一
行

し
か
な
か
っ
た
（
}
‘
a
n
c
o
{
n
t
e
r
o
a
S
o
n
a
}
Q
H
{
p
o
t
Q
c
a
r
‘
0
）
。

　
一
八
九
七
年
法
の
制
定
か
ら
一
九
○
三
年
ま
で
の
間
に
、
次
ペ
ー
ジ
の
二
四
件
の
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
付
与
さ
れ
た
。
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設立年　　　　　銀　行　名　　　　　資本金

　　　　　　　　　　　　　　　　　(100万ペソ)

　
こ
う
し
て
、
コ
リ
マ
お
よ
び
ト
ラ
ス
カ
ラ
２
州
を
除
く
、
す
べ
て
の
州
に
少
な
く
と
も
一
行
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
種
類
別
の
数

は
発
券
銀
行
三
〇
行
、
抵
当
銀
行
一
行
、
農
工
銀
行
二
行
で
あ
っ
た
。
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七
　
銀
行
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
か
た
わ
ら
、
鉄
道
建
設
工
事
や
鉱
山
事
業
に
資
金
が
流
入
し
た
た
め
金
利
は
低
下
し
た
。
一
八

八
〇
年
以
前
の
一
〇
な
い
し
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
一
八
八
四
年
に
は
八
な
い
し
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
さ
ら
に
、
一
八
八
八
年

に
は
六
な
い
し
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
下
っ
て
い
る
。
一
方
、
銀
行
券
の
流
通
高
は
、
一
八
八
六
年
の
一
三
〇
〇
万
ペ
ソ
か
ら
、
一
八
九

〇
年
に
は
三
三
〇
〇
万
ペ
ソ
、
さ
ら
に
、
一
八
九
六
年
に
は
三
七
〇
〇
万
ペ
ソ
に
増
加
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
九
世
紀
末
、
予
算
が
初
め
て
均
衡
し
、
ア
ル
カ
バ
ラ
（
売
上
税
）
が
廃
止
さ
れ
、
輸
出
産
品
の
価
格
上
昇
も
加
わ
っ
て

メ
キ
シ
コ
の
経
済
は
健
全
の
状
態
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
状
態
は
長
続
き
せ
ず
、
一
九
〇
一
年
、
世
界
的
な
銀
価
格
の
下
落
の
影
響
を
銀
の
産
出
国
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
は
も

ろ
に
受
け
た
。
金
本
位
制
を
採
用
す
る
国
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
銀
に
対
す
る
需
要
が
激
減
し
、
銀
が
輸
出
の
二
分
の
一
を

占
め
て
い
た
た
め
、
そ
の
経
済
は
打
撃
を
受
け
、
特
に
労
働
者
階
級
に
困
窮
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
で
も
、
資
金
の
需

要
は
引
続
き
盛
ん
で
、
銀
行
は
貸
出
し
お
よ
び
発
行
高
を
増
加
し
た
。

　
一
九
〇
五
年
、
メ
キ
シ
コ
は
貨
幣
法
（
L
e
x
だ
[
o
g
{
a
l
）
を
制
定
し
、
金
銀
の
比
価
を
一
対
三
二
と
す
る
と
と
も
に
、
一
ペ
ソ

を
純
金
〇
・
七
五
グ
ラ
ム
と
定
め
、
金
本
位
制
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、
銀
ペ
ソ
も
引
続
き
強
制
通
用
力
を
有
し
た
。
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こ
の
金
本
位
制
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
た
。
銀
の
価
格
が
再
び
高
騰
し
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
し
ば
ら
く
景
気
が
回
復
し
た
が
、
一
八
〇
七
年
、
ヘ
ニ
ケ
ン
の
輸
出
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
メ
キ
シ
コ
経
済
は
再
び

不
況
に
お
そ
わ
れ
た
。
特
に
ヘ
ニ
ケ
ン
の
産
地
で
あ
る
。
カ
タ
ン
地
方
で
は
、
ヘ
ニ
ケ
ン
生
産
農
民
に
対
す
る
貸
出
し
の
回
収
が
不

能
と
な
り
、
そ
の
地
方
の
銀
行
の
流
動
性
が
低
下
し
た
。
一
九
一
〇
年
に
革
命
が
起
っ
た
時
、
こ
の
傷
が
ま
だ
完
全
に
回
復
し
て
い

な
か
っ
た
。

八
　
以
上
の
叙
述
の
如
く
、
デ
ィ
ア
ス
の
時
代
に
ま
が
り
な
り
に
も
政
情
は
初
め
て
安
定
し
、
政
府
は
そ
の
殖
産
興
業
の
政
策
を
お

し
す
す
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
資
本
の
蓄
積
も
技
術
も
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
、
外
資
の
導
入
を
積
極
的
に
す
す
め
、
欧
米
の

経
験
を
模
倣
す
る
他
は
な
か
っ
た
。
銀
行
制
度
に
つ
い
て
も
、
欧
米
の
制
度
を
継
受
す
る
と
と
も
に
、
外
資
を
導
入
し
た
の
で
あ
る

（
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
見
よ
）
。

　
そ
の
組
果
、
銀
行
制
度
は
一
見
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
形
式
上
で
あ
っ
て
、
経
済

上
の
危
機
が
く
り
か
え
さ
れ
る
度
に
、
制
度
上
の
欠
陥
、
そ
の
運
用
を
め
ぐ
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
慣
行
が
露
呈
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
銀
行
の
幹
部
ク
ラ
ス
の
人
材
の
不
足
、
B
a
n
c
o
N
a
c
i
o
n
a
l

d
e
M
e
x
i
c
o
に
特
権
的
地
他
を
与
え
た
た
め
、
銀
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銀行に対する外国の投資（1910年）

銀行刑の外国投資（1905～1906年）

よ
り
も
、
長
期
の
も
の
に
重
点
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
事
実
、
長
期
貸
付
け
の
需
要
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
貸

出
し
は
６
ヵ
月
を
期
限
と
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
銀
行
の
大
半
を
占
め
る
発
券
銀
行
に
あ
っ
て
は
、
危
険

回
避
の
た
め
、
貸
出
し
期
限
が
法
律
上
６
ヵ
月
に
制
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
の
た
め
、
６
ヵ
月
の
期
限
を
く
り
か
え
し
更

新
す
る
と
い
う
銀
行
と
借
主
間
の
黙
契
が
一
つ
の
慣
行
と
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。 行

券
の
流
通
に
障
害
の
生
じ
た
こ
と
、
銀
行
の
資

産
の
流
動
性
が
低
い
こ
と
、
信
用
の
集
中
、
出
資

者
に
出
資
金
に
見
合
う
貸
付
け
を
行
う
預
合
い
に

似
た
慣
行
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も
ま

ず
、
そ
の
制
度
が
、
メ
キ
シ
コ
の
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
外
国
の
制
度
の
継
受
で
あ
っ
た
と
と
が
問
題

で
あ
っ
た
。

　
一
九
○
八
年
当
時
、
メ
キ
シ
コ
に
は
銀
行
が
三

三
行
存
し
た
が
、
そ
の
う
ち
抵
当
銀
行
は
二
行
、

農
工
銀
行
は
四
行
に
す
ぎ
ず
、
他
は
す
べ
て
発
券

銀
行
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
メ
キ
シ
コ

で
は
商
業
が
高
度
に
発
達
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
殖

産
興
業
政
策
か
ら
す
れ
ば
、
信
用
は
短
期
の
も
の
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こ
う
し
た
欠
陥
を
是
正
す
べ
く
、
一
九
〇
八
年
金
融
機
関
一
般
法
が
一
部
改
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
基
金
一
〇
〇
〇
万
ペ
ソ
の
農

業
振
興
金
庫
の
a
y
d
e
t
r
e
降
a
m
o
s
p
a
r
Q
O
ご
r
a
s
d
e
t
r
{
g
a
り
&
n
M
F
o
m
e
n
t
o
d
e
y
g
器
a
}
t
u
r
a
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、

時
す
で
に
お
そ
く
、
一
九
○
八
年
り
a
n
c
o
の
e
n
t
r
Q
{
y
へ
[
a
‘
Q
a
n
o
の
経
営
悪
化
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
金
利
の

引
上
げ
、
貸
付
け
の
早
期
回
収
、
新
規
の
貸
出
し
停
止
と
、
金
融
機
関
に
恐
慌
状
態
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
頻
死
の
銀
行
制
度
の
弔

鐘
と
な
っ
た
の
は
一
九
一
〇
年
か
ら
の
革
命
で
あ
っ
た
。
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